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GENIAC-PRIZE
テーマ１社会課題追加説明会

2026年8月31日

主催

協力
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13:10-13:15 新着情報

13:15-13:35 各省庁プレゼン

13:35-13:45 昨年度受賞者によるTips

13:45-14:00 QA

本日のアジェンダ
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GENIACｰPRIZE (NEDO懸賞金活用型プログラム) の概要

「GENIAC-PRIZE」では、NEDO懸賞金活用型プログラム
(NEDO Challenge) の制度を活用し、AIによる解決が望まれるテーマに
即した具体的なニーズに基づくAIサービスを開発・実証・応募いただき、

審査を経て成果に応じた懸賞金を授与します
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より全国へ
継続的に
広げる

開発力強化

国産モデル開発
• 汎用、領域特化、
マルチモーダル等の50超の
モデルを開発

開発ノウハウ
• 汎用能力の向上に加え、
領域特化、マルチモーダルに
求められる開発ノウハウを蓄積

人材
• 実開発を通じ、500名超のモ
デル開発者を育成

社会実装

プレゼンス向上
• GENIACの取組を広く
メディア・イベントで発信、
国産モデルのプレゼンス向上

ステークホルダーの巻込み
• アプリ・ユーザー企業、計算
資源提供企業、VC等も
巻き込んだコミュニティ構築

業務への実装
• 実証や実利用が進展

GENIAC事業で目指す開発力強化と社会実装をより全国的、
かつ継続的に広げる
GENIAC-PRIZEの目的

テーマに即したAIサービスを開発・応募いただき、成果に応じた懸賞金を
授与するコンテストを実施
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GENIAC-PRIZE 2026の概要

今年度のテーマ 懸賞金規模

エッセンシャルワーカーの人手不足解消に
資するAIを活用した業務プロセス改革
• ユースケースの開拓・利活用を推進し、
エッセンシャルワーカーの人手不足解消に
資する開発と実証を促進する

テーマ1

社会課題
総額6億円

総額約0.3億円
(他計算リソース 等:

 約4億円相当)

フィジカルAIに向けた開発者育成 (学生) の
ための公開型の基盤モデル開発
• 計算資源利用が難しい学生のモデル
開発経験を通じて、日本全体の技術
レベル向上に繋げる

テーマ2

人材育成

本
日
の
ご
説
明
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テーマ・課題｜ 社会課題

社会課題をテーマとした事業では、エッセンシャルサービス業※における人手不足の課題解消に資する
提案を全国から広く募集し、AIを活用した業務効率化や負担軽減に資するシステムの研究開発・
実証提案、センサーやロボティクス等のフィジカル技術との連携も含む業務プロセス全体最適化を
期待します。

※ エッセンシャルサービス業とは、人々の生活に不可欠な物品又は役務を供給する業務と定義し、
エッセンシャルワーカーとは、エッセンシャルサービス業の従業員と定義します

課題の
内容

課題名 エッセンシャルワーカーの人手不足解消に資するAIを活用した業務プロセス改革

現場業務における人手依存の高い作業の効率化・高度化が課題
• 急速な少子高齢化による生産年齢人口の減少がエッセンシャルサービス業の人手
不足を深刻化、経産省試算では最大76兆円規模の経済損失リスクがある

• 一方で、エッセンシャルサービス業におけるAIの活用は依然として十分に進んでおらず、
生産性向上や付加価値創出の余地が大きい
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懸賞金・インセンティブ

•総額6億円を
授与予定

•審査員特別賞は
総額3億円程度
• 協力省庁特別賞

- 4省庁×5,000万円
- 各省庁が受賞企業
へのインセンティブとし
て別途伴走支援等
を用意

• チャレンジ賞・地域賞 等
※詳細は後述
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協力省庁のご紹介

GENIAC-PRIZE 2026では、4省庁が協力省庁として参画し、課題・テーマを提示しております
※詳細は後述
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応募資格｜応募者要件 

パターン① ユーザー企業と開発者が組む パターン② ユーザー企業のみで応募

•日本国内の法人、団体および農業・林業・漁業経営体 (個人を含む)

•ただし、応募者はユーザーであることを条件とします。ユーザーが必要に応じて開発者
(AI開発者やAI提供者、個人を含む) と組んで応募することも可能です

ユーザー企業 開発者 ユーザー企業 (自社開発等)
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応募資格｜ 国産基盤モデル

本事業では、国産基盤モデルを活用しないAIシステムの応募も可能とします

ただし、開発・実証においては、いずれかの国産基盤モデルの活用を必須とします
※ロボット基盤モデルを除く

国産基盤モデルとは、以下2つを満たしているものを国産基盤モデルとします

1. 日本国内で登記されている、かつ、日本国内に開発拠点を有する企業・大学等が開発したモデル
(国産基盤モデル開発事業者リストをご参照ください)

2. フルスクラッチモデル、既存の基盤モデル (国産基盤モデルに限らない) を追加学習したモデル、
国産基盤モデルをファインチューニングしたモデル

※特設サイトで国産基盤モデル開発事業者リストを公開しております

上記要件
の理由

• 国産基盤モデルの開発・実証を通じて、その実運用環境における活用を推進したい
• 国産基盤モデルの普及を図ると同時に、その過程で得られる知見やフィードバックを国産基盤モデル開発
事業者に還元することにより、国産基盤モデル開発の一助としたい
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応募方法

応募者は、取組概要およびAIシステムの開発・実証成果を提出します

成果物は提案書およびデモ動画とします

特設サイトの応募フォームで
提出

事務局から別途ご連絡する
応募フォームにて提出

提出方法

• 取組予定の内容
• 利用する基盤モデル
• 取組体制 (ユーザー、開発者) 等

• ユースケース
• ユーザーにおける変革内容
• AIシステムの開発内容
• 実証結果等

主な内容

• 取組概要
(指定フォーム)

• 提案書
• デモ動画

項目

26年9月30日
昼12時

提出期限

26年11月末
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事業説明

より詳しい事業内容は、特設サイトの事業概要説明動画にてご確認いただけます
特設サイト上掲載箇所 動画QRコード

こちらより3分間の事業説明動画を確認頂けます
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協力省庁以外のユースケース例

協力省庁の特別賞課題以外のユースケースも大歓迎です
主な産業 AI活用ユースケース例

鉱業，採石業，砂利採
取業

採掘現場のセンサー・画像データのAI解析による安全リスクの早期検知

熟練技術者の高齢化・人手不足が進む鉱業・採石現場において、発破・掘削計画をAIが自動立案
し、少人数の体制でも安全な作業計画を維持

製造業

熟練検査員が減少する食品ラインで、カメラ・センサー画像をAIで解析し異物混入・形状不良を自動
検出、少人数でも食の安全を維持

医薬品等の必需品工場で、受注量・在庫・リードタイムをAIが解析し生産計画を自動生成、人手不
足でも安定供給を維持

電気・ガス・熱供給業

停電・ガス漏れ・断水は住民の生命に直結する。巡回・保守要員が減少する中、AIが設備データを解
析して異常を早期検知し、少人数体制でもライフラインを維持

需要予測AIによる電力・ガスの供給計画最適化

情報通信業
（一部警察庁特別賞関
連産業も含む）

災害時の通信途絶が人命に関わる中、AIが作業員の稼働状況・地理データを解析し、限られた人員
でも復旧優先度の高い箇所へ迅速に派遣

通信設備の稼働データをAIが常時解析して障害の予兆を検知し、復旧手順を自動提案することで、
保守要員の経験不足や人手不足を補いながら通信の安定運用を支える

運輸業，郵便業
（一部国交省特別賞関
連産業も含む）

物流業のドライバー不足が進む中、配送先・時間帯・積載量・交通状況をAIが解析し配送計画を自
動生成・最適化、限られた人員でも物流網を維持

社会・物流インフラを支えるドライバーの運行記録・点呼記録・アルコールチェックのAI自動入力と法令
遵守チェックの自動化

卸売業，小売業

品出し担当者が不足する中、AIが棚の映像から欠品・陳列崩れをその場で認識し、商品の取り出し
方から運搬経路までをロボットの動作として自動生成することで、スタッフ不在でも売り場を維持

棚割・陳列計画のAI生成および欠品・鮮度劣化リスクの自動検知・アラートにより必需品の品質・供
給を維持

主な産業 AI活用ユースケース例

学術研究，専門・技術サー
ビス業

医療研究データのAI解析による実験計画・仮説立案の支援

研究機関の実験・検査業務を支える技術職員が不足する中、AIが分析データの一次処理・レポー
ト作成を自動化し、限られた人員でも研究基盤を維持

金融業，保険業
（一部警察庁特別賞関連
産業も含む）

地方の信用金庫・地銀で審査担当者の人手不足が進む中、AIが融資審査・与信判断の一次スク
リーニングを担うことで、地域の資金需要への対応を維持

保険金請求書類のAI画像解析による自動査定・不正検知により、限られた人員でも被災者・被害
者への迅速な支払いを維持

宿泊業，飲食サービス業

医療従事者・被災者等の緊急宿泊需要に対応するホテルにおいて、予約データ等をもとにAIがスタッ
フシフトを自動生成し、限られた人員でも受け入れ体制を維持

病院・高齢者施設向け給食サービスにおいて、AIが献立・仕入れ・アレルギー対応を自動化し、限ら
れた調理員でも安全な食事提供を維持

教育，学習支援業

公立学校の学習履歴データをAIが解析し、個別指導案・教材を自動生成することで教員の授業準
備負担を軽減

生徒の提出物・テストをAIが自動採点・分析し、教員の指導計画作成を支援

複合サービス事業

農協等において、窓口業務をAI音声認識で自動化し、少人数でも住民向けサービスを維持

組合における共済・貯金等の申込書類処理をAIが自動化し、限られた事務職員でも組合運営を
維持

サービス業
（他に分類されないもの）

夜間巡回・雑踏警備等の人員配置をAIが最適化し、深刻な人手不足の中でも必要な警備水準
を維持

廃棄物処理の収集ルート・車両稼働データをAIが解析し、限られた人員での収集効率を最適化・
突発対応を支援

公務
（一部警察庁特別賞関連
産業も含む）

住民からの問い合わせ対応AIチャットボットによる一次窓口の自動化

申請書類のAIによる審査業務の効率化

ここで示す例以外のAI活用ユースケースのご応募も大歓迎
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特別賞

協力省庁特別賞のほか、地域賞・チャレンジ賞等を設けており、多くの応募者に懸賞金獲
得のチャンスがございます

審査員特別賞総額約3億円

成果に関わらず、難しいユースケース
に果敢に取り組む応募に対して
授与します

チャレンジ賞

協力省庁として4省庁が参画
各省庁の課題に関連する応募を
募集し、秀でた応募者へ授与します

協力省庁特別賞

地域特有の課題に取り組む応募に
対して授与します

地域賞

※その他の特別賞も追加予定、詳細は別途公表
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国産基盤モデル開発事業者リスト

Note: 順不同

株式会社
Preferred Networks

NTT株式会社

楽天グループ株式会社

アイリス株式会社

株式会社GENSHI AI

合同会社
Smart Designer

東京科学大学・
産業技術総合研究所

国立情報学研究所
(LLM-jp)

ONESTRUCTION

株式会社

知能技術株式会社

東京大学

株式会社
ARATAMA Factory

SB Intuitions

株式会社

株式会社ABEJA

富士通株式会社

インフィニマインド
株式会社

株式会社Recho

株式会社大林組

ストックマーク株式会社

合同会社メンタルナビ

NABLAS株式会社

Shisa株式会社

株式会社リアルグローブ

株式会社AIdeaLab

株式会社バーニャカウダ

Humanoid Control 

Systems株式会社

株式会社マクニカ

Sakana AI株式会社

カラクリ株式会社

コグニティ株式会社 Olive株式会社

ウーブン・バイ・トヨタ
株式会社

有限会社GIPU

日本電気株式会社

Turing株式会社

徳機株式会社

株式会社ELYZA

学校法人名城大学

株式会社
KK Generation

国産基盤モデル開発事業者リストは計42社 (8/27時点) を掲載しサイト上で公開しております。
ご応募の際はこの中からモデルを選定ください

※特設サイトにて随時更新中

株式会社ネクストシステム ARAV株式会社 株式会社KyotoAI



1717

一般審査員(暫定)

一般審査員には、各分野で高い権威を有する以下の皆様を予定しております
このような方々にご審査いただけることは、大変貴重な機会と考えております

安宅和人

慶應義塾大学
環境情報学部

教授 / 

LINEヤフー株式会社
シニアストラテジスト

比戸将平

昨年度受賞者 /

ダイキン工業株式会社
テクノロジー・

イノベーションセンター
技師長

大川泰弘

Kaggle 

Grandmaster /

株式会社東芝
総合研究所 インフラ
システムR&Dセンター

スペシャリスト

吉原浩之

Kaggle 

Grandmaster / 

Google Developer 

Expert (AI)

杉山俊幸

株式会社日経BP

総合研究所
主席研究員 / 

チーフコンサルタント

柿沼太一

STORIA法律事務所
弁護士

※省庁別特別審査員は後述
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警察庁 生活安全企画課 兼 組織犯罪対策部
特殊詐欺予防係 南谷様
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警察庁

特殊詐欺への対応が課題です。AIを活用した対策高度化、被害抑止、対応負荷・コスト軽減を期待します
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警察庁

特殊詐欺への対応が課題です。AIを活用した対策高度化、被害抑止、対応負荷・コスト軽減を期待します
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荒井崇史

東北大学
大学院文学研究科

教授

原田 知佳

名城大学
人間学部

人間学研究科
教授

島田 貴仁

滋賀大学
データサイエンス学部
データサイエンス研究科

教授

警察庁特別賞審査員(暫定)

特殊詐欺対策分野のAI活用にご知見のある審査員の皆様に審査頂きます

髙橋 正和

株式会社Preferred 

Networks セキュリティアーキ
テクト・AIガバナンス推進／
日本ネットワークセキュリティ

協会 副会長
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厚生労働省 医政局 総務課
医療政策企画官 坂本様
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厚生労働省

医療・介護分野では人材不足と業務負荷の増大が深刻化しています。生産性向上や負担軽減、
サービス品質向上を期待します
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厚生労働省

医療・介護分野では人材不足と業務負荷の増大が深刻化しています。生産性向上や負担軽減、
サービス品質向上を期待します
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厚生労働省

医療・介護分野では人材不足と業務負荷の増大が深刻化しています。生産性向上や負担軽減、
サービス品質向上を期待します
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厚労省特別賞審査員(暫定)

医療・介護分野のAI活用にご知見のある審査員の皆様に審査頂きます

森 武俊

東京理科大学
先進工学部

機能デザイン工学科
教授

村岡修子

NTT東日本 関東病院
品質保証室長 / 

NTT東日本 総務人事部
医療DX推進室
担当部長

井上創造

九州工業大学

ケアXDXセンター長・教授

調整中
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農林水産省農村振興局農村政策部 農村計画課
農村活性化推進室 係長 廣川様
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食料の安定供給や農林水産・食品産業の持続的な発展が課題です。
農山漁村の活性化に寄与する取組を期待します

農林水産省
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食料の安定供給や農林水産・食品産業の持続的な発展が課題です。
農山漁村の活性化に寄与する取組を期待します

農林水産省



3131

食料の安定供給や農林水産・食品産業の持続的な発展が課題です。
農山漁村の活性化に寄与する取組を期待します

農林水産省



3232

食料の安定供給や農林水産・食品産業の持続的な発展が課題です。
農山漁村の活性化に寄与する取組を期待します

農林水産省



3333

食料の安定供給や農林水産・食品産業の持続的な発展が課題です。
農山漁村の活性化に寄与する取組を期待します

農林水産省



3434

食料の安定供給や農林水産・食品産業の持続的な発展が課題です。
農山漁村の活性化に寄与する取組を期待します

農林水産省



3535

食料の安定供給や農林水産・食品産業の持続的な発展が課題です。
農山漁村の活性化に寄与する取組を期待します

農林水産省



3636

食料の安定供給や農林水産・食品産業の持続的な発展が課題です。
農山漁村の活性化に寄与する取組を期待します

農林水産省
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農水省特別賞審査員(暫定)

農林水産業、食品産業分野のAI活用にご知見のある審査員の皆様に審査頂きます

田中 進

株式会社サラダボウル
代表取締役

長谷川 尚史

京都大学
フィールド科学教育研究センター

森林生態系部門
森林育成学分野

准教授

佐々木 貴文

北海道大学
大学院水産科学研究院

教授

海老澤 明彦

生産設備データ標準化
コンソーシアム 副代表
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建設・インフラ分野の担い手確保が課題です。AI活用による生産性向上・管理の高度化を期待します

国土交通省



4040

建設・インフラ分野の担い手確保が課題です。AI活用による生産性向上・管理の高度化を期待します

国土交通省
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国交省特別賞審査員(暫定)

建設・インフラ分野のAI活用にご知見のある審査員の皆様に審査頂きます

大川 一也

千葉大学
大学院工学研究院
機械工学コース

准教授

全邦釘

東京大学
大学院工学系研究科
社会基盤学専攻
特任教授

髙橋伸輔

国土交通省
大臣官房参事官

(イノベーション担当)
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協力省庁以外のユースケース例

協力省庁の特別賞課題以外のユースケースも大歓迎です
主な産業 AI活用ユースケース例

鉱業，採石業，砂利採
取業

採掘現場のセンサー・画像データのAI解析による安全リスクの早期検知

熟練技術者の高齢化・人手不足が進む鉱業・採石現場において、発破・掘削計画をAIが自動立案
し、少人数の体制でも安全な作業計画を維持

製造業

熟練検査員が減少する食品ラインで、カメラ・センサー画像をAIで解析し異物混入・形状不良を自動
検出、少人数でも食の安全を維持

医薬品等の必需品工場で、受注量・在庫・リードタイムをAIが解析し生産計画を自動生成、人手不
足でも安定供給を維持

電気・ガス・熱供給業

停電・ガス漏れ・断水は住民の生命に直結する。巡回・保守要員が減少する中、AIが設備データを解
析して異常を早期検知し、少人数体制でもライフラインを維持

需要予測AIによる電力・ガスの供給計画最適化

情報通信業
（一部警察庁特別賞関
連産業も含む）

災害時の通信途絶が人命に関わる中、AIが作業員の稼働状況・地理データを解析し、限られた人員
でも復旧優先度の高い箇所へ迅速に派遣

通信設備の稼働データをAIが常時解析して障害の予兆を検知し、復旧手順を自動提案することで、
保守要員の経験不足や人手不足を補いながら通信の安定運用を支える

運輸業，郵便業
（一部国交省特別賞関
連産業も含む）

物流業のドライバー不足が進む中、配送先・時間帯・積載量・交通状況をAIが解析し配送計画を自
動生成・最適化、限られた人員でも物流網を維持

社会・物流インフラを支えるドライバーの運行記録・点呼記録・アルコールチェックのAI自動入力と法令
遵守チェックの自動化

卸売業，小売業

品出し担当者が不足する中、AIが棚の映像から欠品・陳列崩れをその場で認識し、商品の取り出し
方から運搬経路までをロボットの動作として自動生成することで、スタッフ不在でも売り場を維持

棚割・陳列計画のAI生成および欠品・鮮度劣化リスクの自動検知・アラートにより必需品の品質・供
給を維持

主な産業 AI活用ユースケース例

学術研究，専門・技術サー
ビス業

医療研究データのAI解析による実験計画・仮説立案の支援

研究機関の実験・検査業務を支える技術職員が不足する中、AIが分析データの一次処理・レポー
ト作成を自動化し、限られた人員でも研究基盤を維持

金融業，保険業
（一部警察庁特別賞関連
産業も含む）

地方の信用金庫・地銀で審査担当者の人手不足が進む中、AIが融資審査・与信判断の一次スク
リーニングを担うことで、地域の資金需要への対応を維持

保険金請求書類のAI画像解析による自動査定・不正検知により、限られた人員でも被災者・被害
者への迅速な支払いを維持

宿泊業，飲食サービス業

医療従事者・被災者等の緊急宿泊需要に対応するホテルにおいて、予約データ等をもとにAIがスタッ
フシフトを自動生成し、限られた人員でも受け入れ体制を維持

病院・高齢者施設向け給食サービスにおいて、AIが献立・仕入れ・アレルギー対応を自動化し、限ら
れた調理員でも安全な食事提供を維持

教育，学習支援業

公立学校の学習履歴データをAIが解析し、個別指導案・教材を自動生成することで教員の授業準
備負担を軽減

生徒の提出物・テストをAIが自動採点・分析し、教員の指導計画作成を支援

複合サービス事業

農協等において、窓口業務をAI音声認識で自動化し、少人数でも住民向けサービスを維持

組合における共済・貯金等の申込書類処理をAIが自動化し、限られた事務職員でも組合運営を
維持

サービス業
（他に分類されないもの）

夜間巡回・雑踏警備等の人員配置をAIが最適化し、深刻な人手不足の中でも必要な警備水準
を維持

廃棄物処理の収集ルート・車両稼働データをAIが解析し、限られた人員での収集効率を最適化・
突発対応を支援

公務
（一部警察庁特別賞関連
産業も含む）

住民からの問い合わせ対応AIチャットボットによる一次窓口の自動化

申請書類のAIによる審査業務の効率化

ここで示す例以外のAI活用ユースケースのご応募も大歓迎
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13:00-13:02 オープニング

13:02-13:10 GENIAC-PRIZEの事業説明

13:10-13:15 新着情報

13:15-13:35 各省庁プレゼン

13:35-13:45 昨年度受賞者によるTips

13:45-14:00 QA

本日のアジェンダ
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13:00-13:02 オープニング

13:02-13:10 GENIAC-PRIZEの事業説明

13:10-13:15 新着情報

13:15-13:35 各省庁プレゼン

13:35-13:45 昨年度受賞者によるTips

13:45-14:00 QA

本日のアジェンダ
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下記QRコードからアクセス可能です

特設サイトのご紹介
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GENIAC-PRIZE 運営事務局
までご連絡をお願い致します

経済産業省、NEDOへの電話によるお問い合わせは受け付けておりません

geniac_prize@bcg.com

今後のお問合せ
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